
・エコキャップを持ってきてもらえるよう、全校生に呼びかける。
・生徒会役員が中心となって、エコキャップの分別と洗浄をし、
　集まったエコキャップの重さを図る。
・積極的に協力してくれた生徒に感謝カードを渡す。

　　〔エコキャップ分別の様子〕　    〔目標達成度の掲示〕　　   　　　〔体験型環境プログラム〕

＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

・目標達成度が全校生に分かるように視覚化し、学校全体で取り組む意欲化を図った。
・体験型環境プログラムでの学習を通して、生態系やマイクロプラスチックの問題等について
　全校生で考えた。エコキャップのように資源としてリサイクルや再利用をすることの大切さを
　再確認し、文化活動部では廃油石けん作りに挑戦した。

全校生で環境や資源について考え、協力してエコキャップを集め
たり、新しい活動に挑戦したりすることができました。

報　　告　　書

　エコキャップを７０㎏以上集める。

省資源・省エネルギー推進コース

坂出市立瀬居中学校

生徒会

　瀬居中学校の全校生１０名で取り組みます。エコキャップ回収活動は以前から行っており、今年度
はさらに体験型環境プログラムでの学習を通して、新しい視点で環境問題を考えることができました。
中心となって活動しているのは生徒会役員で、前期は３年生２名、２年生１名、後期は２年生２名、１
年生１名です。

　エコキャップの回収を通して、資源や生命のことを考えよう。


